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１．はじめに

　人と動物のかかわりは古く，最古の家畜とされるイ

ヌは，35,000～ 38,000年前に飼育されていた1）。現代

における動物の役割は，食料や繊維としての畜産物，

生涯の伴侶，セラピーや新薬の臨床実験に用いられる

など多岐に渡る2）。人類は生存基盤の相当部分を動物

に依存しており3），動物は人間社会に不可欠な存在と

なっている。他方，動物を人間のために利用すること

への倫理的課題が指摘されている4）5）。

　野生動物に関しては，地球規模の経済発展にともな

い多くの野生動物が絶滅の危機に瀕する中，生物多

様性や生態系の保全活動が各地で取り組まれている3）。

その一方で，野生動物が農作物に被害を及ぼす事例が

多発している。平成30年度における野生鳥獣による農

作物への被害額は約158億円にのぼる6）。野生動物の

分布域は拡大しつつあり，住宅街にサルやクマ，イノ

シシなどが出没し，人身被害をもたらす事例が多発す

るなど7），野生動物がもたらす問題はより一層身近な

ものになりつつある。

　このように動物をめぐる諸問題は，動物倫理の視点

や生物多様性保全の視点，経済的な視点などから複雑

化している。ヒトと動物が共生できるような環境調和

型の文化を形成しなければ，地球の滅亡につながりか

ねないという指摘もある8）。こうした背景から，学校

教育において，動物の多様な役割について学習し，動

物との適切なかかわり方に関する理解や，諸課題に対

して実際に行動しようとする態度の育成が求められる

ものの，現行の学校教育では人と動物のかかわり方に

ついて考える機会は少ない9）10）11）。

　学校教育における動物に関連する学習として，動物

飼育活動や各教科の内容などが挙げられる。飼育活動

や触れ合い活動などを通した動物とのかかわりは，児

童・生徒の人格形成に肯定的な効果が得られることが

示唆されており12），学校において多くの教育実践が行

われている13）14）。しかし，それらの事例は一過性な活

動にとどまっており，学校教育全体を通して動物につ

いて何を学べばよいのかといった目的やその学習の枠

組みは不明瞭なままである。Russell 15）は，動物保護や

環境保護のための行動は，動物に対する畏敬の念や尊

敬の念から単純に直線的に進んでいくわけではないと

したうえで，すべての生命を大切にするという政治的

な倫理観の発展には時間と努力が必要で，単独の体験

活動で育成することはできないと述べている。このこ

とから，動物に関する諸課題に対して行動しようとす

る態度を育成するためには，短期的な体験活動だけで

はなく体系的な学習を行う必要があるといえる。

　以上から，学校教育における動物の取扱いについて，

飼育活動や教科での学習内容のすべてを総括した体系

化を行い，「動物に関する教育」（仮称）を構築するこ

とが急務といえる。その端緒として，現行の教育にお

ける動物の取扱いについて詳細に把握することが肝要

である。これまで，2008年告示の学習指導要領に対応
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した小・中学校の教科書における動物の記載が整理さ

れ，教科書上の動物の取扱いが明らかになっている9）。

さらに，2017年に告示された小・中学校の学習指導要

領を対象とした分析から，新学習指導要領における小・

中学校の動物の取扱いも明らかにされた11）。本研究は，

その追調査として位置づけ，高等学校の普通教育に

おける動物の取扱いを明らかにすることを目的とした。

加えて，小学校から高等学校までの普通教育における

動物の取扱いの推移を示し，「動物に関する教育」の系

統性について整理した。

２．方法

2.1　調査対象

　調査対象は，高等学校の普通科で使用される教科の

各学習指導要領解説とし，「高等学校学習指導要領（平

成30年告示）解説」（以下，高校学習指導要領と略記）

の「国語編」，「地理歴史編」，「公民編」，「数学編理数

編」，「理科編理数編」，「保健体育編体育編」，「芸術編

音楽編美術編」，「外国語編英語編」，「家庭編」，「情報

編」の計10冊（総ページ数2,761ページ）とした。な

お，表紙と目次，参考資料および付録は調査対象外と

した。

　また本研究では，便宜的に「地理歴史編」を「社会

科（地理）」と「社会科（歴史）」に，「理科編理数編」

を「理科（物理基礎）」，「理科（物理）」，「理科（化学

基礎）」，「理科（化学）」，「理科（生物基礎）」，「理科

（生物）」，「理科（地学基礎）」，「理科（地学）」に区分

して調査を行った。

2.2　抽出対象

　高校学習指導要領における動物に関する記載を抽出

した。抽出対象は，原則として生きている動物にかか

わる用語とし，「動物」や「生物」など動物そのものを

示す用語，および「飼育」や「飼料」といった動物の

管理に関連する用語とした。肉や乳製品の調理や栄養

素に関する記載は対象外とした。また，前後の文節か

ら動物に関連する記載であることが明白な用語も抽出

対象とした。記載が冗長な場合は，一つの意味が読み

取れる位置で文節を区切って抽出した。複数の意図が

読み取れる用語の場合は重複して抽出を行った。

　加えて，高校学習指導要領内には，動物を教科の内

容を示すために用いている記載が複数確認された。一

例として，外国語における「トムは犬が好きです」16）

といった内容などが挙げられる。これは，「犬」が上

記の抽出対象の動物そのものを表す用語に該当するが，

こういった記載は教科の学習活動の内容を例示したに

過ぎず，動物について記載している意図が読み取れな

かったため，これらの記載も対象外とした。

　また，「生態系」という用語に関して，高校学習指導

要領解説地理歴史編にて，「「生態系」については，平

成21年版「地理Ａ」の学習指導要領上では「植生」と

していたものであるが，地球規模の気候変動や環境変

動などを捉えるためには，陸域の植物だけでなく，サ

ンゴなどの海洋生物に加えて動物なども含めた生態系

の空間的広がりや変化を捉え，その要因を多面的・多

角的に考察する必要性が増していることから，環境学

的アプローチとして新たに示したものである」17）と記

載され，動物を生態系の構成要素の一つとして扱って

いる。これを受けて本研究では，高校学習指導要領に

おける生態系に関する記載には動物を包括する意図が

含まれると判断し，生態系に関する記載も動物に関連

する記載として抽出した。

2.3　抽出された用語の整理

2.3.1　動物の社会的役割（動物群）に基づく整理

　動物の社会的役割は，動物が家畜化されているか否

かで「家畜（広義）」と「野生動物」に大別されてい

る（図1）18）。「家畜（広義）」に関しては，「農用動物」，

「伴侶動物」，「使役動物」，「展示動物」，「実験動物」に

分けられる。本研究では，これらのまとまりを「動物

群」とし，イヌやウシといった動物の集団を「動物種」

と表す。そのうえで，高校学習指導要領上の動物に関

する記載について，どの動物群に当てはまるか検討し

た。一例を挙げると，食料生産目的で飼育される動物

に関する記載は「農用動物」の動物群に当てはめ，自

然生態系に生息する動物に関連する記載は「野生動物」

に当てはめた。なお，高校学習指導要領には，すべて

の動物に関連する記載も多く認められた。そうした動

物群の区分が困難な記載は「動物全般」としてまとめ

た。

－ 76 －

学校教育学研究論集　第45号　（2022年3月）



高等学校の普通教育における動物の取扱いに関する学習指導要領分析

2.3.2　 生物生産を構成する基礎概念の枠組みに基づく

整理

　荒木ら19）は学術分野と教育分野の文献資料を収集し，

生物育成教育において生物生産（作物の栽培）を構成

する基礎概念を構築している。生物生産を構成する基

礎概念の枠組みは，生産物を生産する「A一次生産」，

収穫物を加工する「B二次生産」，生産物の育成や利用

にかかわる「C計画・評価」，生産物の利活用に関する

「D消費・利用」から構成されている。この基礎概念の

枠組みは，「動物の飼育」にも適用できる共通性を志向

している20）。生産から利用にかけて幅広く概念整理さ

れている点から，現行の教育における「動物に関する

教育」の内容を整理する枠組みとして活用できる可能

性を有しているとし，本研究ではこの基礎概念に基づ

き記載内容を整理した。一例を挙げると，動物の生理・

生態に関する記載は，「A一次生産」の「生理・生態」

の項目に当てはめた。

2.4　小・中学校における動物の取扱いとの関連性

　岩崎ら11）は，2017年に告示された小・中学校の学

習指導要領の記載を基に，小・中学校における動物の

取扱いを「生命への尊重や自然愛護の態度を養う学習」，

「動物の構造・機能や生理・生態などに関する学習」，

「動物の社会とのかかわりや育成技術に関する学習」の

3つの学習に整理している。それらの成果に本研究結

果を照らして，小・中学校と高等学校における動物の

取扱いの差異を示すとともに，小学校から高等学校に

かけた動物の取扱いの系統性について整理した。

３．結果と考察

3.1　動物に関する記載がみられた科目

　高校学習指導要領における動物に関する記載は，社会

科（地理），社会科（歴史），社会科（公民），理科（生

物基礎），理科（生物），保健体育科で確認された。以下

で各教科における動物の取扱いについて詳細に論述する。

（a）社会科（地理）

　地理は「地理総合」，「地理探求」2つの科目から構成

されていた。その中で動物に関連する記載は「地理探

求」の科目で確認された。

　地理学習において重視される視点として「位置や分

布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的

相互依存作用，地域など」が挙げられている。この中

の「場所」について，「場所は，自然的にも人文的に

も多様な特徴を示す。自然的特徴に含まれるものには，

地形，土壌，気候，水，植生，動物，人間生活，など

がある」と記載されており，「地理探求」では動物を自

然的特徴の一つとして扱っていることが示された。

　具体的な記載として，「地理探求」の内容Aの（2）

資源，産業において「酪農が行われている地域間での，

気候や地形などの自然条件やその国の経済の状況など

の社会的条件における共通点や相違点，酪農地域と生

産される酪製品の消費地との結び付き，酪農地域の変

容などに留意することが大切である」の記載が確認さ

れた。これらの記載は酪農に関連する記載であること

から，農用動物の「A - 2環境」と「C - 2社会自然との

かかわり」に当てはめた（表1）。加えて，「資源・エネ

ルギー，食料の生産と消費などに関わる問題について，

現状や要因，解決の方向性を含めて理解する必要があ

る」との記載も確認された。この記載は農用動物の「D

消費・利用」に当てはめた。また，「生態系の破壊や環

境変動などが地域的に異なる形で現れながらも関連し

ているといった空間的な規則性，傾向性を取り扱う」

といった記載が挙げられていた。これは主に野生に存

在する動物の生態系に関連するとし，野生動物の「C -

2社会自然とのかかわり」に当てはめた（表2）。

図１　動物の社会的役割の類型化（出典：岩崎ら18））
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表１　高等学校普通教育でみられた農用動物に関する記載内容（出典：荒木ら19）の基礎概念の区分に加筆）

表２　高等学校普通教育でみられた野生動物に関する記載内容（出典：荒木ら19）の基礎概念の区分に加筆）
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（b）社会科（歴史）

　社会科（歴史）は，「歴史総合」，「日本史探求」，「世

界史探求」の科目から構成されていた。その中で動物

に関連する記載は，「世界史探求」の科目で確認された。

「世界史探求」においては，内容Aの（2）「日常生活か

ら見る世界の歴史」の項目において，「食材の栽培・飼

育方法の改良や発酵・冷凍保存の技術開発とそれらが

人々の生活に与えた影響」が提示されており，歴史的

な飼育技術および生産物の加工技術の発展について触

れられていた。この記載は農用動物の「A- 3生物管理」，

「B二次生産」，「C - 2社会自然とのかかわり」に重複し

て当てはめた（表1）。また，内容Bの（2）「古代文明

の歴史的特質」では「自然環境と生活や文化との関連

性，農耕・牧畜の意義などを考察したり表現したりし

て，古代文明の歴史的特質を理解すること」と記載さ

れ，牧畜について記載されていた。この記載は，農用

動物の「C - 2社会自然とのかかわり」に当てはめた。

　以上から，社会科（歴史）では，動物の歴史的な生

産について取り上げていることが確認された。

（c）社会科（公民）

　公民は「公共」，「倫理」，「政治・経済」の3科目か

ら構成されていた。その中で動物に関する記載は「倫

理」と「政治・経済」の科目において確認された。

　倫理では，内容B「現代の諸課題と倫理」内の（1）

「自然や科学技術に関わる諸課題と倫理」において，

「生命，自然，科学技術などと人間との関わりについ

て倫理的課題を見いだし，その解決に向けて倫理に関

する概念や理論などを手掛かりとして多面的・多角的

に考察し，公正に判断して構想し，自分の考えを説明，

論述すること」の事項を身に着けることがめざされて

いた。その中の「自然」において「人間の生命が自然

の生態系の中で，植物や他の動物との相互依存関係に

おいて維持されており，調和的な共存関係が大切であ

ることについても思索できるようにすること」と記載

され，人と動物の相互依存関係について倫理的課題の

一つとして取り上げていた。具体的な記載として，「自

然保護や動物愛護の取組などを通して，人類の知恵が

これまで様々な問題を解決してきたことについても理

解できるようにする」や「動物に関わる倫理の問題や

自然環境に関わる地球規模の課題を，同時に身近な地

域の問題として捉えることができるように留意する」

が挙げられた。これらの記載は野生動物と動物全般の

「C - 2社会・自然とのかかわり」に重複して当てはめ

た（表2，3）。

　「政治・経済」においては，Ｂ「グローバル化する国

際社会の諸課題」の（2）「グローバル化する国際社会

の諸課題の探究」において，地球環境と資源・エネル

ギー問題について取り上げられており，その中に「生

物多様性の危機」が提示されていた。これは，動物全

般の「C - 2社会・自然とのかかわり」に当てはめた

（表3）。

（d）理科（生物基礎）

　「生物基礎」は目標として，育成する資質・能力につ

いて「（1）日常生活や社会との関連を図りながら，生

物や生物現象について理解するとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験などに関する基本的な

技能を身に付けるようにする。（2）観察，実験などを

行い，科学的に探究する力を養う。（3）生物や生物現

象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を

養う」の3点が提示されており，これらの目標と関連

させ動物について扱っていた。

　具体的な記載は，「（1）生物の特徴」，「（3）生物の多

様性と生態系」の項目において確認され，「細胞が基

本的な単位であること」や「遺伝物質としてのDNAが

あり自己複製すること」など，生物についての基本的

な概念を学習するとともに，「捕食と被食の関係が種

多様性に関わることに気付かせる」や「食物連鎖を通

じた間接的な影響」などが挙げられ，生態系に関する

理解がはかられていた。また，生態系に関する学習を

通して，生態系の保全の重要性について認識を深めさ

せ，自然環境の保全に寄与する態度を育てることがめ

ざされていた。これらの記載は，野生動物の「A - 1生

物」の「分類・育種」と「C - 2社会・自然とのかかわ

り」および，動物全般の「A - 1生物」の「分類・育種」，

「構造・機能」，「生理・生態」と「C - 2社会・自然と

のかかわり」に当てはまった（表2，3）。
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（e）理科（生物）

　「生物」の目標では，育成する資質・能力について

「（1）生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深

め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに

関する基本的な技能を身に付けるようにする。（2）観

察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。（3）

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しよ

うとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄

与する態度を養う」の3点を提示しており，これらの

目標と関連させ，動物について扱っていた。

　具体的な記載は，「（1）生物の進化」，「（2）生命現象

と物質」，「（3）遺伝情報の発現と発生」，「（4）生物の

環境応答」，「（5）生態と環境」の項目において確認さ

れ，「刺激に対する反応としての動物の行動を神経系に

おける情報の流れと関連付けて扱う」や「DNAの遺伝

情報を基にタンパク質が合成されること」など，動物

の「生理・生態」に関する記載のほかに，生態系に関

する記載が確認された。これらから「生物」では，動

物について進化や生態など生物界全体を概観する内容

や，生物や生物現象を分子の変化や働きを踏まえて扱

う内容のほかに，個体レベルでみられる現象やその仕

組みなど，ミクロレベルからマクロレベルまで幅広い

内容が学習されていた。これらの記載は，野生動物の

「A - 1生物」の「生理・生態」と「C - 2社会・自然と

表３　高等学校普通教育でみられた動物全般に関する記載内容（出典：荒木ら19）の基礎概念の区分に加筆）
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のかかわり」，および動物全般の「A - 1生物」の「分

類・育種」，「構造・機能」，「生理・生態」と「C - 2社

会・自然とのかかわり」に当てはまった（表2，3）。

（f）保健体育科

　保健体育科には，「第６節スポーツⅤ（野外の運動）」

の健康・安全を確保する態度に関する記載において

「野外の運動は，学校を離れ，天候の変わりやすい自然 

環境下で活動が行われることから，（中略）健康・安全

に影響を及ぼす生物や植物についての情報と対策，活

動地域特有の環境等を十分把握し，健康・安全の確保

ができるようにする」と記載があり，大枠ながら野生

動物に関連する記載が抽出された。この記載は野生動

物の「C - 2社会・自然とのかかわり」に当てはめた

（表2）。

3.2　高校学習指導要領における動物群ごとの取扱い

　科目における動物に関する記載内容について動物群

の観点から整理すると，現行の高校学習指導要領では，

農用動物，野生動物，動物全般に関する記載が認めら

れ，伴侶動物，使役動物，実験動物，展示動物につい

ては記載がないことが確認できた。以下，各動物群に

ついて論述する。

（a）農用動物

　農用動物に関連する記載は，社会科の「地理」，「歴

史」において認められ，それらの記載は，「A - 2環境」，

「A - 3生物管理」，「B二次生産」，「C - 2社会自然との

かかわり」，「D消費・利用」に関連する記載として整

理された（表1）。総じて，高校学習指導要領では農用

動物について，地域の地理的特色として扱うとともに，

歴史的な発展の指標の一つとして扱っていることが示

唆された。

（b）野生動物

　野生動物に関する記載は，社会科の「地理」，「公民」

および，理科の「生物基礎」，「生物」，「保健体育」で

確認され，それらの記載は生物生産の枠組みの「A - 1

生物」の「分類・育種」，「生理・生態」および，「C - 2

社会・自然とのかかわり」に関連する記載として整理

された（表2）。

　野生動物は高校学習指導要領において，生態系を構

成する生物の一要素として扱われており，関連する単

元において学習されていた。具体的には，「C - 2社会・

自然とのかかわり」に該当する記載が多くみられ，「生

物基礎」と「生物」において生態系の詳細なシステム

と関連させて学習されていたほか，環境保全に関連す

る倫理的な題材として取り上げられていた。他方，野

生動物が農作物に被害を及ぼすといった諸問題につい

ては，高等学校の普通科では取り上げられていないこ

とが確認された。

（c）動物全般

　先述の通り動物全般の項目には，すべての動物群に

当てはまる記載を区分している。動物全般に関する記

載は，社会科の「公民」と理科の「生物基礎」，「生物」

において確認され，それらの記載は「A - 1生物」の

「分類・育種」，「構造・機能」，「生理・生態」，および

「C - 2社会・自然とのかかわり」に関連する記載とし

て整理された（表3）。

　動物全般に該当する記載の大多数は，「生物基礎」と

「生物」で確認され，生物や生物現象に関わる内容につ

いて記載されていた。「公民」では動物をめぐる倫理的

課題について触れられ，それらの課題に取り組む態度

の育成がめざされていた。

　高校学習指導要領では動物全般について，個体レベ

ルで見られる現象やその仕組みなど，ミクロレベルか

らマクロレベルまで幅広い領域で生物学に関連する内

容が学習されるとともに，生命を尊重し自然環境の保

全に寄与する態度および，倫理的課題に取り組む態度

を養うことを目的に取り扱われていた。

3.3　小・中学校との関連性

　以上の高校学習指導要領にみられた内容を，学習の

関連性に着目して小・中学校における動物の取扱いと

統合すると，「生命尊重や自然愛護への態度育成に関す

る学習」，「動物の構造・機能や生理・生態などに関す

る学習」，「動物の社会とのかかわりや育成技術に関す

る学習」の3つに整理できた（図2）。以下で詳細に論

述する。
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3.3.1　「生命尊重や自然愛護への態度育成に関する学習」

　「生命尊重や自然愛護への態度育成に関する学習」は，

小中学校の生活科，道徳科，理科において実施され，

伴侶動物，野生動物，動物全般と関連性を示す学習か

ら整理されている。この学習は，生命尊重や自然愛護

への態度を養うことを目的に実施される学習を類型化

したものである。

　高校では，社会科の「公民」と理科の「生物基礎」

および「生物」における，野生動物および動物全般に

関連した，生命尊重や自然愛護，倫理的課題に取り組

む態度を養うことを目的とした学習がこの枠組みに当

てはめられた。理科の「生物基礎」および「生物」で

は，目標として「生物や生物現象に主体的に関わり，

科学的にしようとする態度と，生命を尊重し，自然環

境の保全に寄与する態度を養う」とされていることか

ら，この学習に関連すると整理した。「公民」では，生

命や自然に関わる諸課題を倫理的課題として設定し，

人間としての在り方生き方についての思索を深めるこ

とをねらいとしていることから，この学習に当てはめ

た。

　小・中学校の内容と比較すると，小学校理科におけ

る目標が「自然を愛する心情や主体的に問題解決しよ

うとする態度を養う」21）と設定されているのに対し，

高校理科では「生命を尊重し，自然環境の保全に寄与

する態度を養う」と設定され，記載が高次化している

ことが確認された。さらに，公民にて動物に関する倫

理的課題が取り上げられるようになるなど，複雑な内

容が学習されるようになることも確認された。その一

方で，育成をめざす態度は大きく変化せず，同様の傾

向を有していることが確認された。以上から，現行の

高校学習指導要領では，生命尊重や自然愛護の態度を

育成するための一要素として野生動物および動物全般

について扱っていると整理された。

3.3.2　 「動物の構造・機能や生理・生態などに関する

学習」

　「動物の構造・機能や生理・生態などに関する学習」

は，小・中学校の生活科，理科，技術・家庭科技術分

野（以下，技術科）において実施され，農用動物，伴

侶動物，動物全般と関連を示す学習から整理されてい

る。この学習は，動物の「構造・機能」や「生理・生

態」などに関する科学的な知識の習得を目的に実施さ

れる学習を類型化したものである。

　高校では，理科の「生物基礎」，「生物」における野

生動物および動物全般に関連する学習がこの枠組みに

当てはめられた。小・中学校の内容と比較すると，中

学校までで学習する生物現象や生態系の仕組みなどに

ついて，関連する細胞や遺伝子の働きのほか，具体的

な名称や原理まで詳細に学習するようになり，学習内

容の深化がはかられていた。

　以上から，現行の高校学習指導要領では生物学の基

礎的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究

するために必要な技能を身に付けることと関連させ，

野生動物および動物全般について取り上げていること

が示された。

3.3.3　 「動物の社会とのかかわりや育成技術に関する

学習」

　「動物の社会とのかかわりや育成技術に関する学習」

は，小・中学校の社会科と技術科において実施され，

農用動物に関連を示す学習から整理されている。この

学習は，産業に用いられる動物を中心に，動物と人々

の生活の関係を学ぶとともに，生活や社会で利用され

ている生物育成の技術についての基礎的な理解をはか

ることを目的に実施されている学習を類型化したもの

( , 
( )

( )

図２　 小学校から高等学校にみられる「動物に関する教育」
に関連する教科と学習のまとまり（出典：岩崎ら11）
に加筆）
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である。

　高校では，社会科の「地理」，「歴史」，「公民」およ

び「保健体育」における学習がこの項目に当てはまっ

た。小・中学校の学習と比較すると，小・中学校では

技術科において「飼料の選択」や「生物の成長段階に

応じた管理作業」といった農用動物の育成技術に関す

る学習が行われているのに対し，高校ではそれらの記

載がみられないといった相違点が示された。これは技

術科の生物育成において，動物の飼育という項目が存

在していることが要因として挙げられる。小学校でも

詳細な動物の育成技術については触れられていないた

め，普通教育において動物の育成技術に関する資質・

能力を養うには技術科が大きな役割を占めていること

が示唆された。また，保健体育にて健康・安全に影響

を及ぼす野生動物についてわずかに触れられていた。

　以上から，現行の高校学習指導要領では，社会科に

おいて産業や地域的特徴の学びと関連づけて農用動物

を取り上げていることに加え，保健体育科にて野生動

物とのかかわりについてわずかに扱っていることが示

された。

４．おわりに

　本研究では，高等学校の学習指導要領解説を対象に，

動物に関する記載の分析を行い，高等普通教育にみら

れる動物の取扱いの現状を把握した。また，先行研究

で示された小・中学校における動物の取扱いとの関連

性を明らかにすることで，小学校から高等学校にいた

る動物の取扱いの系統性を整理した。

　調査の結果，高校学習指導要領における動物に関す

る記載は，社会科の「地理」，「歴史」，「公民」，理科の

「生物基礎」，「生物」，保健体育科で確認され，農用動

物，野生動物，動物全般に関連する学習として整理さ

れた。また，小・中学校の動物の取扱いとの関連性を

整理すると，動物に関する記載は小・中学校と同様の

傾向を有しており，小・中学校と同じ学習の枠組みで

整理できた。相違点として，目標や内容の高次化がは

かられていることや，具体的な育成技術に関する記載

は中学校まででしか取り上げられず，高等普通教育で

は取り上げられていないことが示された。

　本成果は，発達段階に応じた動物に関する学習内容

の具体的な検討に資するものであり，「動物に関する教

育」のフレームワークを構築するための基礎資料にな

り得るものである。今後は本成果を基に，学校教育に

おける「動物に関する教育」のあり方について検討を

深めたい。
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